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BNETF () OKES EDEIRIHT b5

® X~5.3.1 AT — 4 S C & DEFREDEH Tldsd
AU T T 7+«)L : Green2-5-3.R

HIFR L TzRIek _ dfl <- subset(df, sex == "B1l", c(y, X))
subset. Im. plot. abline. df2 <- subset(df, sex == "B2", c(y, x))
summary

753k Im outl <- 1lm(y ~ X, dfl) FT—=HIL—LD }

— 1z
subset BIZX(C LD, Im_out2 <~ lm(y ~ x, ar2) SEtl
R T =5 I —=LEDE] o jfelse(dfgsex == "B1", 1, 2)
TNTNDT—FIL—LZ  plot(x - df$x, dfsy, "p",
Im B2 CEIBSH . .
T c(o, 4), c(1e, 12),
B B1 11.0 0 Tl "x")
T—9JL—L Bl 113 1 abline(1lm_outl, 1) ;
e abline(1lm_out2, 2) \L@U%E%E%EDDJ



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　表示5.3.1 に、使用するデータとグラフが表示されています。
　左下に示したように、雄雌（sex）のB1、B2ごとに、投与量 x と効果 y の観測値があります。これをデータフレーム df に付値します。
　このデータフレーム df を subset 関数により、条件で抽出します。つまり、雄雌別に２分割して、df1、df2 を作成します。
　それぞれのデータフレームを lm 関数で回帰分析して、結果を　lm_out1、lm_out2 に付値します。
　また、plot 関数で観測値をプロットし、abline 関数に lm_out1、lm_out2 を渡して、それぞれの回帰直線を描きます。


BNETF () OKES EDEIRIHT p15

® X~5.3.1 AT — 4 S C & DEFREDEH Tldsd
AOUT ~T7+4)L : Green2-5-3.R
FIAUTZEEX

subset. Im. plot. abline.

summary
F3E
subset B&X(C KD,
HEMER (C 5 —F T L — Lz E]
ETNENDODT—FIL—L%

y
10.0 105 11.0 115 12

Im BAEL CRlEFD A
sex y X _I I | | |
_ B1 11.0 © 0 1 2 3 4
>—45JL—A B1 113 1
df ™ . ¢ ¢ . .
X


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　作成したグラフです。



FRNER DA DR p158

® 75:5.3.6 JMP (C K DR (EZHERDFH)
AOUT ~T7+4)L : Green2-5-3.R

FIAUZBE#R : Im. summary. anova. car::Anova

755 Im BAET. sex (lfifE) . x (I85=2) ZEFT)LOEKRESRE U COEDHT

Im _out3 <- 1lm(y ~ sex + X, df,
list( "contr.sum"))

summary(1m_out3)

## Coefficients:

## Estimate Std. Error t value Pr(>|t])

## (Intercept) 10.72500  ©.11975 89.564 < 2e-16 ***
## sexl 0.32500 0.07156 4.541 9.05e-05 ***
## X 0.23750 0.06401 3.710 0.000873 ***
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　表示5.3.6 のJMP 出力をRで得ます。この解析は、交互作用を考えず、主効果のみを考慮した解析です。
　lm 関数で、sex（雌雄）、x（投与量）をモデルの構成要素として回帰分析を行います。Summary 関数と car::Anova 関数を用いて、結果を出力します。
　効果の推定値は、表示5.3.6 と一致します。


FRNRDFHDEEMT

p.188

® 75:5.3.6 JMP (C K DR (EZHERDFH)
AOUT ~T7+4)L : Green2-5-3.R

FIAUZBE#R : Im. summary. anova. car::Anova

755 Im BAET. sex (lfifE) . x (I85=2) ZEFT)LOEKRESRE U COEDHT

Anova(1lm_out3, 3)

## Anova Table (Type III tests)

H#

## Response: y

it Sum Sq Df F value Pr(>F)

## (Intercept) 1314.58 1 8021.626 < 2.2e-16 ***
## sex 3.38 1 20.625 9.054e-05 ***
#H# X 2.26 1 13.768 0.0008727 ***
## Residuals 4.75 29



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　分散分析表も、表示5.3.6 の結果と一致します。


ERIEDHDEMT : LOF p.188

® X~5.3.6 IMP (C K DT (ERNEDFH)
AOUT ~T7+)L : Green2-5-3.R  FIFAUTZEI%X : Im. summary. anova. car:Anova
7375 ERREF x Z factor BAZN CENEF(CEHLL CRllFDHh=ZIiTD
MmEDKZEFEFHINS LOF (HTEEDDET) =8

Im out3 <- Im(y ~ sex + X, df,
list( "contr.sum"))
Im _out pe3 <- Im(y ~ sex *_factor(x), df)

anova(lm out3, 1lm out pe3 »
EAILEES, MLEELEE) BNZRER

## Analysis of Variance Table

HH — ——
## Model 1: y ~ sex + X LEFRZED }

## Model 2: y ~ sex * factor(x)

##  Res.Df RSS Df Sum of Sq F Pr(>F)
H# 1 29 4.7525
H# 2 24 4.4650 5 0.2875 0.3091 0.9026


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　表示5.3.6 の分散分析表の中の LOF を算出します。
　LOF は x による効果に直線を仮定したことによる妥当性を表しています。そこで、x を factor 関数によって量的因子から質的因子に変換して回帰分析を行います。ここには、交互作用も含めます。この残差平方和は、純粋誤差 pure error になります。
　x を量的因子としての回帰分析した残差平方和 と、質的因子として回帰分析した残差平方和から、anova関数を使って LOF を計算します。この値はテキストの表示5.3.6 の LOF の値と一致しています。詳しくは、テキストおよびそれを解説した PDF ファイルを参照してください。
　なお、この場合は、残差平方和の比較ですから、car::Anova を使わなくても同じ結果を得ます。



FNRDIHDEENT : T =T p.188

® £R5.3.6 MP ([C L BRMT (EHRDH) o o °
ROUT T 7 )b : Green2-5-3.R :i//////A//,//////////é/////f/
FIFH U/=B32% : subset. Im. plot. abline. .5, A - g
75  coef BT/ (S X —FHEDIHT 2 o o

sex MB1& B2 & [CEIRR %= BAXUL, s |a g
curve BI¥ CEIRERE TR " ) ) ) )
0 1 2 3 4

Im _out3 <- 1lm(y ~ sex + X, df, list( "contr.sum"))

b <- coef(1lm out3)

fnl <- function(x) {b[1] + b[2] + b[3] * x} #* Bl@@/ﬁ?ﬁ ¥~ p.189

fn2 <- function(x) {b[1] + (-b[2]) + b[3] * x} # B2D/a/l7=( #(5.3.4) 28

plot( df$x, dfgy, P, g g,

c(o, 4), c(l1lo, 12), "y, "x")
curve(fnil, c(o, 4), c(10, 12), 1, TRUE)

curve(fn2, c(o, 4), c(1e, 12), 2, TRUE)


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　表示5.3.6 のグラフを作成します。
　交互作用を除いて実行した lm の結果を、オブジェクト lm_out3 に付値し、ここから coef 関数でパラメータを取り出して b に付値します。b はベクトルで、それぞれの要素[1]～[3] にパラメータが格納されています。これを使って、sex のB1とB2ごとに回帰式を function 関数で表し、fn1、fn2 とします。この推定式に関しては、テキスト　p.188 の式(5.3.4)　を参照してください。
　この定義した関数を curve 関数に渡して、plot 関数 で描いた散布図に、回帰直線を追加します。curve 関数では、１次式なので直線が描かれます。



X HE

%@@ﬁg*ﬁ p.189

® X’5.3.7 JMP (C K DT (RBEFERZED)
AOUT KT 7 +)L : Green2-5-3.R
FIAUZBE#R : Im. summary. anova. car::Anova
7335 Im BT, sex (M) . x (IR52) . TOXREERAZETILDEBKRERETD
FNROMEBZ LR U T VWK DICHIEMET D

center <- mean(df$x) #

Im outd <- Im(y ~ sex * I(x - center), df,
list( "contr.sum"))

summary(1lm_out4)

## Coefficients:

#t Estimate Std. Error t value Pr(>|t])

## (Intercept) 11.08125 0.07245 152.944 < 2e-16 ***
## sexl 0.32500 0.07245 4.486 0.000113 ***
## I(x - center) 0.23750 0.06480 3.665 0.001024 **

## sex1l:I(x - center) ©0.03500 0.06480 0.540 0.593405
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　表示5.3.7 のJMP 出力をRで得ます。ここでは、主効果と交互作用を考慮した解析です。
　lm 関数で、sex（雌雄）、x（投与量）とその交互作用をモデルの構成要素として回帰分析を行います。sex + x + sex*x と表現できますが、sex  * x のように簡単に表せます。また、主効果の評価を考慮して、中心化を行います。center に x の平均値を付値し、x から center を引きます。 
　Summary 関数と car::Anova 関数　を用いて、結果を出力します。その結果は、表示5.3.7 に一致します。



X HE

TS OBEMT @ LOF

p.189

® X’5.3.7 JMP (C K DT (RBEFERZED)

AOUT ~T7+)L : Green2-5-3.R  FIFAUTZEI%X : Im. summary. anova. car:Anova

7375 ERREF x Z factor BAZN CENEF(CEHLL CRllFDHh=ZIiTD
MmEDKZEFEFHINS LOF (HTEEDDET) =8

Im out5 <- Im(y ~ sex * x, df)
Im _out pe5 <- Im(y ~ sex * factor(x),
anova(lm _out5,1m out pe5)

## Analysis of Variance Table
H##

## Model 1: y ~ sex * x

## Model 2: y ~ sex * factor(x)
##  Res.Df RSS Df Sum of Sq
HH 1 28 4.7035

df)

F Pr(>F)

HH# 2 24 4.4650 4 0.2385 0.3205 0.8614
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　表示5.3.7 の分散分析表の中の LOF を算出します。
　表示5.3.6 と同様に、LOF は x による効果に直線を仮定したことによる妥当性を表しています。そこで、x を factor 関数によって量的因子から質的因子に変換して回帰分析を行います。この残差平方和は、純粋誤差 pure error になります。
　x を量的因子としての回帰分析した残差平方和 と、質的因子として回帰分析した残差平方和から、anova関数を使って LOF を計算します。この値はテキストの表示5.3.6 の LOF の値と一致しています。
　この場合は、残差平方和の比較ですから、中心化を行わず、anova を使って結果を得ています。
 なお、表示5.3.7 のグラフは、すでに描いてあります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　


